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目的

　 自閉症の 子 どもたちが現在将 来 に渡 りQOL の ある生活を送る

た め コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン彳1動 や行動問題の 課題 と共に、生活ス キ

ル の 育成が重要で ある。衣食住の 生活ス キル の 習得は、手本や 言

語指示 とい っ た先行刺激や 「そ うだね」　 「ちが うね」 な どの 社会

的結果や 自然 な結果が適切な行動 を強 化し不 適切な行動を弱化消

去す るとい う分イ鵬 化による と考え られ る D 自閉症児の 学習に 関

して 先行刺激や蜘 諫1∫激の不全の た め分化強化洲幾能 しない こ と

があると指滴されて い る（GhezzL．et　a！，1999＞。
　本報告 の対象児にお い て も様 々 な生活 ス キル を習得 して い る

一

方で、一
部の 生活ス キル に独特の トポグラフ i − 〈Sbl半陸を形成

し袿会生活にお い て支障をもた ら してい る。前 2 回の 報告で は，

分f肪剣匕を機能化す るた めに他の 介入手続 きを加 え，っ まみ ぐい

行動か ら適切な食事行動 へ の 行動 1彦正 と，大切 な書類 な どを折 り

曲げちぎる行動の 消去 を行 っ た。 本報 告で は，学習や 日常生活で

ク レ ヨ ン や糊な どを塗 る際 に過度 に塗 る とい う独特 な行動の修 正

を行 っ た。その 際、　「対象児の過度に塗る行動は、ク レ ヨ ンや糊

を塗 るとい う状況を先行刺激として 誘発 され、過度に塗られた結

果 よ り強化 され た行動 で ある。何 らカV ）手 立て で 適切な量 の 塗 り

行動だ けを分fビ強化 ずる こ とで，行動修正 で きるだ ろ う」 とい う

作業仮説を立て た。本研究の 目的は、その仮説に基づ く指導手続

き を検討する こ とで ある。
方法

　 1．対象児 ：200X年 6 月現在 D 養護学校4年に在籍す る男児

A（IQ36，　MA4．　0＞で あ る。制作活 勳で貼 り絵を した」深に糊 の 絞 り出 し

や力強 く重ね 塗 りをす るために糊の 量が過 多にな っ て い 鳥 ク レ

ヨ ンやク レパ ス での色ぬ りも同様 の 重ね塗 りがあ りクレ パ ス な ど

が 折れ て しま うとの 報告 を母親か ら受けて い た。2 ，指導目標 ：

  適切 な量 で糊 な どを塗 る こ とがで きる。  言 語指示 「も うい い

よ」 「はい お しまい 」 に従うこ とがで きる。3 ．指導期間 ：200X年
5 月か ら翌年 1 月の 間に 18セ ッ シ ョ ン （以 下 S と略ず）実施．4 ．
參加 者およ び指導場面 ：A 児 と指導者似 下 T と略す

’
）1 とwa が

参加 し、貼 り絵な どの 制作活動を行っ た。机を挟み A 児の 正面 に

Tlが座 り材料の 提示や制作の指示をお こ なっ た。　T2 はA 児の 隣で
一
緒 に 制作、モ デル となっ 鶴 5 ．手 続き： ［指導期 1 ］ス テ ィ

ッ ク糊を使用。介入  ：A 児が糊を塗る時に T1 は 「多い よ」 軽

く・優 し くね」 と言語教示 した。介入   ：T1は糊 を塗る面の外周

か ら 1c樹 則に糊 しろ線を記 した紙 を A 児に渡し、 「ぐるっ と

周 りに糊を塗っ てね」 と指で指 し示 しなが ら言っ た。［プ ロ ブ試

行］液状糊 を使 用 。 A 児 には介入 
・
  と同様の 言語教示と、糊

しろ線を引い た紙を渡 した。 ［指導期 2］介入  ：糊 しろ線に

〈は じめ〉 と 〈おわ り〉の文 字を書き加えた。T⊥は A 時が適 量に

塗 っ た ところで 「はい、お しまい 」 と言語教示 し、糊を入 れ る籠

を A 児に 差 し出 した。A 児は指示に従い 籠に糊 を置くこ とを求め

られ た。介入  ： 1本の 糊 を A 児 とrz で交互 に使 い 、12 は A 児が

適量を塗っ た と ころで Fはい 、次、糊 を貸 して下 さい 」 と言 っ て

手 を差 し、A 児に塗るの を止 め、糊 を渡すこ とを求 めた 。
　A 児が塗

り止 めない 場合、T2は軽 くA児の 手に触れ塗るの を止 めた。［指

導期 3 ］予鬮 鰊 の 後介入 した。予備訓練 ：ク レ ヨ ンで塗 られ た

絵カ
ー

ドを見せ 「多い 」　 「少 ない 」　 「ち ょ うどい い 」 の 理 解 と言

語表 出を求 める弁別学習を した。弁別 学習終了後続けて 「ち ょ う

どい い （鰛 」の 絵カードを見本 に A 児は色塗 りを し拙 介入   ：

　ク レ ヨ ン で 膿 い 」 と 「薄い 」 に塗 られた見本の 絵カードを提

示 し、A 児は絵 カードを見本に T1 の指示に従い 「濃く」また は 「薄

く」色を塗 る こ とを求 め られ た。全て の 色塗 りを終え る と T1 は 「薄

く塗っ て ね」 と指示をし、ス テ ィ ッ ク糊を A 児に渡した．A 児は

色塗 りしたカ
ー

ドの裏に糊を塗っ t。介入  ：A 児は 「濃い 」 「薄

い 」 の 順で 絵カードに色を塗 り、「薄く1の 後、カードの 裏に液状

糊 を塗っ た。A 児が過多に糊 を塗 りそ うな時は 「も うい い よ」と声を

かけ、次に Tlか 胞 が A 児の 手 に手 を添え適量で塗 り止める こ と

に した。6 ．整理 方法 ：次の 基準 で量を定義 し糊 塗 りを観 察・記録

し鶇 薄 く全体に塗 られて い る 0 （適量）、重ね塗 り
・
絞 り出しで

糊の盛 り上が りが見 られ る × （過多）。7 ．記録の 信頼性 ：2名の 記

録者間の
一
致 率は 18／18× 100＝100％ で あっ た。

結果（図 1＞お よび考察

　指導期 1・2におい て、モ デリン グ、言語プ ロ ンプ ト、視覚プ ロ

ン プ ト、身体プ ロ ン プ トの順で段階的 に 刺激プ ロ ン プ トを強めて

い っ た にもかか わ らず、適量の 糊 を塗る行動の 生起率は 幅 であっ

鵡 指導期 3 の 予備訂鰊にお い て、ク レ ヨ ン で塗 られた絵 カード

を見て 「多い 」「少 ない 」「ち ょ うと
’W ・い 」の 弁別 学習を したが、A 児は

全試 行にお い て正反応 を生起 した。その 後 の 介入 で Tlの 指示に 従

い 膿 く」 と ［薄 く」 色 を塗 る彳働 を形成 し、糊で 「薄く」塗 るこ

とを求め、過 多に糊を塗る行動帽軽 く手 を添えて阻止 （ブ U ッ キン

グ1す る と、適量 に糊 を塗 る行動は S16で 100％に達 しそ の後維持

した。 A児は薄 く塗 る行動を持ち合わせて い なか っ た ため、　 膿

い 」 と 「薄い 」 の弁別を促 し「薄く」塗る行動を形成 した こ とと、
自己強化的 な行動は反 応をブ ロ ッ キ ン グ した こ とで指示 に従 い適

量 を塗る行動が強化され、不適切な行動は 強化されな くなり適切

な行 動が習得された と考える。

　 嫌悪的な手続きを使 わず分化強化を促す ために1鰤 橡 児

の 特 徴に応 じ、物理的環境や 教示 を工夫 し手がか り刺激を整 える

こ と、自己充足的な不適切な行動は物理的 に阻止 し消去 する こ と

で適切な行動が強化さ瓶 不適切な行動力験 化され なくなるこ と

が必 要で あ っ た。薄く塗 る行動瑚 殳化が、A 児が 通 うピ ア ノ教室

で 音符の色塗 りが薄くな り、は み出さな くなっ た こ とに見られる。
また、指導場面以 外で A児に飲み物を注い で もらう際「少 しだけち

ょ うだい 」と言うとコ ッ プの 半分以 下に 注ぐよ うに なっ た様子か

ら、塗る量の 「多い 膿 い ）・少ない （薄い ）1以 外の 量の 概念へ の 波

及 の 可能勘 洞 える。

　　　　　　図 1　適量に糊 を塗る行動の 生起率
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